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・本資料のうち、売上予想等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基づき算

出しており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化により、実際の業績等

が予想数値と大きく異なる可能性があります。

・本資料に記載されている製品等の情報は、薬事認可取得の有無に関わらず宣伝広告および医学的アドバイスを

目的としているものではありません。

・当社グループは、 年 月期より国際会計基準（ ）を適用し、 に準拠して開示しております。
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（補足資料）

成長戦略の進捗

エグゼクティブサマリー

年 月期業績予想



エグゼクティブサマリー



エグゼクティブサマリー

第 四半期累計実績

⚫第 四半期では回復も、第 四半期に発生した特殊要因の影響や円高などにより、
減収減益

前年同期比 売上高： 、営業利益： 、中間利益 ：

政府主導の医療費抑制政策の影響で、必要最小限の原則および代理店の在庫調整などにより、減収。

売上は現地通貨ベースで前年同期比

⚫中国の医療費抑制政策の影響拡大

米州・ ・ は伸長も、日本での第 四半期のシステム切り替えに伴う受注制限や中国の市場環境

の変化、円高の影響などにより、減収

第 四半期に発生した棚卸資産の評価額見直しや、売上減少による粗利益減少、販管費の増加などによ

り、減益

*親会社の所有者に帰属する中間利益



エグゼクティブサマリー

年 月期通期業績予想

⚫売上高 億円（△ 億円）、営業利益 億円（△ 億円）へ下方修正

ー第 四半期に発生した特殊要因に加え、中国での市場環境変化、新たな成長要素である生化学事業
開始時期が、当初想定よりも若干後ろ倒しになったことによる影響などで対計画で減収。
中国を除く海外地域が好調で対前年増収

ー営業利益は、第 四半期以降改善も、特殊要因が発生した第 四半期の影響を受け、減益

※（）内は対期初公表



年 月期第 四半期決算概要



年 月期 前年同期
前年同期比

実績 構成比 実績 構成比

売上高

売上原価

販売費及び
 一般管理費

研究開発費

その他の営業損益

営業利益

親会社の所有者に
帰属する中間利益

決算総括（対前年）

⚫ 売上高 ：第 四半期の日本の基幹システム切り替えの影響や中国の市場環境変化、円高

の影響などにより、減収

⚫ 営業利益 ：第 四半期の棚卸資産評価見直しや売上減少による粗利減少、円高、販管費の

増加などにより、減益

✓ 為替の影響 売上高△ 億円、販管費△ 億円、営業利益 △ 億円

✓ 前年同期為替レート適用の場合 売上高 、販管費 、営業利益

⚫ 中間利益 ：△ の減益 為替差損益：△ 億円（前年同期比 億円）

（億円）

売上高 営業利益 中間利益

（億円）

年 月期 前年同期

円 円

円 円

円 円



第 四半期実績（対第 四半期）

年 月期 月 月 年 月期 月 月

実績 構成比 実績 構成比

売上高

売上原価

販売費及び
 一般管理費

研究開発費

その他の営業損益

営業利益

親会社の所有者に
帰属する中間利益

日本の試薬売上回復および各地域の増収効果などにより、収益性が から大幅改善

（億円）



△
△

△△
△

△

売上高の増減要因（事業別・分野別）

年 月期 前年同期比

実績 構成比 円ベース 為替影響を除く

売上高

ヘマトロジー

尿

血液凝固

免疫

生化学

ライフサイエンス

その他

ダイアグノスティクス事業

メディカルロボット事業

尿分野は好調も、日本・中国の影響により主要分野が減収

（億円）

事業別・分野別売上高

血液
凝固

尿

免疫

その他

為替の
影響

ヘマトロジー

メディカル
ロボット

△ 億円

（億円）



△ △
△

△

機器 試薬 サービス その他 為替の
影響

売上高の増減要因（地域別・品目別）

米州
• からの北米好調は継続、中南米も に入り大きく伸長

単では対前年＋ ％と高成長し、増収

• 中東における地政学的影響により、トルコやサウジアラビアなどが
減収も、主要国を中心に機器・試薬とも好調に推移し、増収

中国
• 新たな医療費抑制政策（必要最小限の原則）の影響に加えて、

代理店の経営悪化による在庫調整などが進み、減収

• 機器は減収も、ヘマトロジー・尿分野の試薬が伸長し、上期は増収
単は、インドヘマトロジー分野の試薬伸長が牽引し、 桁増収

日本
• 前年度の機器好調の影響や の基幹システム切り替えに伴う受注制

限が影響し試薬が減収も、 単の試薬売上は通常水準へ回復

機器

試薬

サービス

その他

地域別の主な増減要因 現地通貨ベース
年 月期 前年同期比

実績 構成比 円ベース
現地通貨
ベース

売上高

米州

中国

日本

（億円）

（億円） 品目別 （億円）

※

※

※

※

※

※

※為替の影響を除いた円貨ベースの前年同期比伸長率

米州、 、 が伸長するも、日本・中国の影響により減収

地域別

△
△

△

米州 中国 日本 為替の
影響



米州（地域別）

試薬

機器

サービス・その他

⚫ 機器

✓ヘマトロジー・尿・血液凝固分野が好調に推移し、増収

✓下期は新製品の販売開始により、さらなる増収を見込む

⚫ 試薬

✓ヘマトロジー・尿分野が順調に推移し、増収

✓アミロイド 検査試薬も堅調に推移 売上高 、

対前年＋ ％

✓血液凝固分野は機器販売増加による増収を今後見込む

から北米好調は継続、中南米も に入り大きく伸長。

単では対前年＋ ％と高成長し、増収
（ ）

年 月期
前年同期

前年同期比

現地通貨ベース 円ベース

売上高

機器

試薬

サービス・その他

売上高推移（ ）



（地域別）

年 月期
前年同期

前年同期比

現地通貨ベース 円ベース

売上高

機器

試薬

サービス・その他

試薬

機器

サービス・その他

⚫ 機器

✓フランスや北欧などで シリーズが好調に推移した

他、イタリアやスペインなどで尿分野が伸長し、増収

✓血液凝固分野は、ドイツで シリーズなどの大型案

件を獲得、今後さらなる成長を見込む

⚫ 試薬

✓トルコ、サウジアラビアで減収も、主要国が好調に推移

し、全分野で伸長

（ ）

売上高推移（ ）

中東における地政学的影響により、トルコやサウジアラビア

などが減収も、主要国を中心に機器・試薬とも好調に推移し、

増収

※過年度データを含め、
ロシアの売上高を除く



年 月期
前年同期

前年同期比

現地通貨ベース 円ベース

売上高

機器

試薬

サービス・その他

中国（地域別）

売上高推移（ ）

（ ）

⚫ 機器

✓ヘマトロジー分野は、上位市場の設置台数は前年同等、

中下位市場では小型モデルが好調に推移するも、代理

店在庫の調整により、減収

✓血液凝固・免疫分野はノックダウン効果により前年

下期から継続して好調に推移し、増収

⚫ 試薬

✓必要最小限の原則により、市場では 検査の除外や

血液凝固分野の検査数が減少

✓代理店の経営悪化による在庫調整も影響し、減収

医療費抑制政策（必要最小限の原則）の影響に加えて、代理
店の経営悪化による在庫調整などが進み、減収

試薬

機器

サービス・その他



中国の事業環境

当社ヘマトロジー検査の状況

⚫ 厳しい競争環境の中シェア を維持

■中国ヘマトロジー検査数推移（当社推計）

＊ 台当たり平均検査数の
対 年 月～ 年 月平均

⚫ ヘマトロジー検査数 台は微減

＊開示情報に基づいて当社独自で推定データを算出

⚫ 装置の市場設置台数（ 年 月期上期）

上位市場： 前年同等

中位市場： 中国製 シリーズが好調に推移

医療費抑制政策の影響顕在化

⚫ 必要最小限の原則（セット検査の制限）

医療機関・代理店の経営状態の悪化

中国政府が二級以上の医療機関に対し、必要最小限の原則
に従って、セット検査項目の見直しを要求

当社への影響が顕在化
・ 検査の減少
・ 血液凝固検査（ 、消耗品）の減少

代理店 医療機関値下げ

回収期間延長

在庫調整
多くが赤字経営

医療費抑制策



中国における今期見通し

今期の見通し

市場環境の変化、各種政策の影響を精査し、今期の見通しを修正

必要最小限の原則

代理店の在庫調整

年 月期 年 月期

価格下落の影響
検査価格の統一、競争激化

集中購買
の影響 免疫、尿沈査

⚫ 必要最小限の原則の影響が継続するも、各種政策に
よる落ち込みは今期末で一巡見込み

⚫ 代理店の在庫調整は、第 四半期から第 四半期に
かけて底打ちする見込み

直接アプローチ強化による他社攻略推進

フルオートメーションシステムの提案強化

製品ポートフォリオ拡充

対応策による
効果

現地生産機器・
検査数 採用項目増加

現地通貨ベース△

決算発表時点からの変更

期初想定

対応策



年 月期
前年同期

前年同期比

円ベース

売上高

ダイアグノスティクス事業

機器

試薬

サービス・その他

メディカルロボット事業

（地域別）

機器は減収も、ヘマトロジー・尿分野の試薬が伸長し、上期
は増収。 単は、インドでのヘマトロジー分野の試薬伸長が
牽引し、 桁増収

（億円）

試薬

機器

サービス・その他

は為替の影響を除いた場合

売上高推移（億円）

はロシアの売上

＊ロシア売上高を含まない

＊ ＊

ロシア売上高を含む

ダイアグノスティクス事業

⚫ 機器

✓インドネシアにおける医療機器への予算抑制の影響な

どにより、減収

⚫ 試薬

✓インドにおいてヘマトロジー分野が回復した他、フィ

リピンなど東南アジアでヘマトロジー・尿分野が伸長

し、増収

メディカルロボット事業

✓ 上期導入台数： 台、累計台数： 台

✓ シンガポール、マレーシアでそれぞれ 症例以上実

施されるなど、手術数は順調に増加



ダイアグノスティクス事業

✓ 機器は、前年度のヘマトロジー分野を中心とする機器好調の反

動などにより減収

✓ 試薬は、受注制限の影響は概ね解消。ヘマトロジー、血液凝固

分野で他社攻略が進む

メディカルロボット事業

✓ 病院の設備投資が弱く、新規設置台数は減少

✓ 上期導入台数： 台、累計台数： 台（グローバル 台）

日本（地域別）

年 月期
前年同期

前年同期比

円ベース

売上高

ダイアグノスティクス事業

機器

試薬

サービス・その他

メディカルロボット事業

前年度の機器好調の影響や、 の基幹システム切り替えに伴
う受注制限が影響し試薬が減収。なお、試薬売上は通常水準
へ回復

売上高推移 （億円）

（億円）

メディカルロボット事業

試薬

機器

サービス・その他

■試薬売上単四半期比較



△

△

△
△

△

売上変動による粗利変動 原価率の変動 販管費の増加 償却費の増加 研究開発費の減少 その他営業損益の変動 為替の影響

⚫ 売上変動による粗利変動：△ 億円

⚫ 原価率変動による影響：△ 億円（ 悪化）

✓ 改善要因：ロジコストの改善

✓ 悪化要因：棚卸資産の評価額見直し影響

サービスコストの悪化 、関税の影響

⚫ 販売管理費の増加：△ 億円

✓ 労務費：直販地域拡大に伴う人員増や単価増：△ 億円

✓ 経費 ：規模拡大や販促活動による増加：△ 億円

⚫ 償却費の増加：△ 億円

⚫ 研究開発費の減少： 億円

✓ 製品開発への投資継続も、ライフサイエンス分野の による

研究開発テーマの精査などにより減少

⚫ その他営業損益の変動： 億円

営業利益の増減要因（対前年）
※下記数値・コメントは為替の影響を除く

⚫ 為替の影響：△ 億円

営業利益

（億円）

為替の
影響

△ 億円

販管費の
増加

売上変動による
粗利変動

研究
開発費
の減少

その他
営業損益
の変動

原価率
変動

償却費
の増加



△

△

△

連結財政状態計算書の増減要因

資産 負債・資本

（億円）流動資産 △

非流動資産

負債 △

資本 ＋

流動
負債

非流動
負債

利益
剰余金

その他
資本

資産は営業債権及びその他の債権の減少も、棚卸資産は増加

負債は、法人税の支払いにより流動負債が減少も、為替変動の影響によりその他資本が増加

現金及び
現金同等物

有形
固定資産

無形
資産

億円

営業債権及び
その他の債権

その他
流動資産

その他
非流動資産

棚卸
資産

（億円）

のれん

億円



キャッシュフローの推移

△

△

△

△

△

△
△

△

累計 累計 累計

（億円）

（現金及び現金同等物に
係る換算差額も含む）

営業活動 投資活動 財務活動 現金及び現金同等
物の純増減額

（億円）（億円）（億円）



成長戦略の進捗

～ 既存事業の強化・新興国戦略・新規事業の拡大 ～



生化学分野の市場規模

分野
年市場規模

百万
市場成長率

年

検体検査市場全体

免疫分野

生化学分野

ヘマトロジー分野

血液凝固分野

尿分野

＊検体検査市場および各検査分の市場規模・成長率（ 年時点）は
開示情報に基づいて当社独自で推定データを算出

生化学は基本的な検査であり、検査室構築に必須

先進国・新興国共に、スクリーニング検査の需要拡大により持続的な成長市場を形成

■生化学分野の市場規模 ■生化学分野の国別市場成長予測

新興国は、より高い成長率を予測顧客から寄せられる生化学分野での当社への期待の高まり

あ

新興国



日本電子社（ ）からの生化学検査事業承継の狙い

製生化学装置の特長

• 独自の検体希釈技術による微量検体・試薬

• 高い処理能力を実現

• 日本市場では、トップシェア

当面の重点地域

日本、新興国、中国（ 社との連携）

クロージング予定日

年 月 日 （既に公正取引委員会におけるクリアランスを取得するなど順調に進捗）

既に当社が一部地域で販売している

⚫ 日本電子社の機器の技術と当社の強みを融合し、試薬・精度管理を含め新興国中心に提供
⚫ 生化学検査を追加することで主要な検体検査のポートフォリオを網羅。データと で多様な

価値を提供



生化学検査分野の展開イメージ

からの
生化学検査事業承継シナジー

機器

製造
• 台数増による量産効果
• 当社の生産機能・サプライチェー

ンを利用したコストダウン

大幅な原価低減
開発
• 新興国向けコンパクト装置
• 搬送接続を活用した検査統合など

顧客ニーズに応えた開発推進

試薬メーカーとのパートナーシップを
発展させ、試薬のグローバル販売を加速

（ 化を含む）

• ユニーク項目のグローバル展開と微量化
測定メリットの相乗効果により収益性を
確保

試薬

• 精度管理システムの海外展開
（ ）

精度管理サービス

顧客ニーズに応える当社独自の製品・サービス供給により、
新興国を中心とする検査需要を取り込み、生化学分野の拡大および収益性向上を実現する

※ イメージ図



つの成長戦略：新興国戦略

地域

ブラジル

インド
（ ）

（ ）

（ ）

通期

通期

通期

⚫ エジプト・トルコなど新興国においても検査室の効率化ニーズが

高まっており、ヘマトロジー分野と血液凝固分野の統合システム

「 」の導入が進む。

ストーリー

“検査が医療を支える”を実感できる現場

～ で広がる血液凝固検査の新たな挑戦～

⚫ 直接販売サービスのテリトリーを主要都市から郊外都市
へと拡大を進め、得意とする検査効率化提案により上中
位セグメントでの更なるシェア拡大を推進

主な取り組み内容

https://www.sysmex.co.jp/stories/hemostasis-testing-business-revolution.html


インドにおける戦略的取組み

に対応した現地生産体制が
順調に稼働中、製品出荷を開始

⚫ 新生産拠点における機器・試薬の製造が順調に進
捗、試薬製品の出荷開始

⚫ 装置は 年 月期末に向けて、
％（ ）達成を目指す

現地の医療課題改善、市場環境へ適応する
戦略製品の投入と新たな価値の提供

最低限 入札時に優遇有り
最低限 へ入札可能となる

（当社調べ）

サーバー

⚫ ／デジタル技術を駆使し、検査システムの稼働
支援と適切なサービス提供を図る第 弾の戦略製品
を市場投入

⚫ 公衆衛生や現地特有の医療課題改善に向け、当社
独自の検査データを活用した新たなソリューショ
ンの創出に向けて官民連携で取り組み中
（次年度中のリリースを目指して検証中）



つの成長戦略：新規事業の拡大（メディカルロボット事業）

グローバル累積台数推移 累積症例数の推移

累計約 症例

累計 台

■国内
■海外

■国内
■海外

✓ 日本 ：幅広い診療科領域のカバー、設置台数の増加などにより、症例数は対前年同期比で約 ％伸長

✓ ：症例数は前年度より伸長。臨床実績と信頼性の蓄積により、周辺国へのさらなる普及加速を目指す

✓ 欧州 ：今年度中の薬事認可取得を予定し、トレーニングセンターを開設など市場導入体制構築

設置台数増加に伴う症例数の伸長、欧州市場への導入準備を推進

に開設された
メディカロイドのトレーニングセンター



年 月期業績予想



年 月期通期業績予想修正

年 月期上期
月 月

年 月期下期
月 月

年 月期通期
月 月

実績 構成比 対計画
達成率 修正公表 構成比 修正公表 構成比 対前年 対期初公表

売上高 △

売上原価 △

販売費及び
一般管理費

＋

研究開発費 △

その他営業損益 △ ％ △ △

営業利益 △

（億円）

⚫ 想定為替レート ⚫ 為替感応度の概算値（下期）

投資計画 設備投資 億円 減価償却費 億円

中国での事業環境変化等により、売上高・営業利益共に下方修正

緑字：期初公表（ 年 月）からの変更箇所

通期
年 月公表

通期
（ 年 月修正）

下期
（ 年 月修正）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

*0.1円変動時

売上 営業利益

億円 億円

億円 億円

億円 億円



参考｜ 年 月期業績予想（事業・分野別・地域別売上高）

地域別売上高

年 月期 前年同期比

ヘマトロジー分野

分野

尿分野

血液凝固分野

免疫分野

生化学分野

ライフサイエンス

その他

ダイアグノスティクス事業

メディカルロボット事業

合計

年 月期 前年同期比

米州

中国

アジア・パシフィック

日本

事業・分野別売上高 （億円）（億円）

緑字：変更箇所



予想配当額

⚫配当額は前年から 円増配（期初公表から変更なし）

中間 期末 年間 配当性向

年 月期 円 円 円

年 月期

（予想）
円

記念配当 円含む

円
記念配当 円含む

円



年 月期に向けて

成長要素

• 海外地域における堅調な成長

－ 欧米での血液凝固事業の拡大

－ インドなど新興国での成長継続

－ 手術支援ロボット の欧州導入

• 生化学検査の事業開始

• 日本および中国の回復

成長要素を取り込み、 年 月期からの大幅な増収増益を目指す

• デジタルを活用した新たな価値提供

－ を 年 月期中にリリース予定

（第 回技術説明会資料より）



(補足資料) 



トピックス（ 年 月～ 月）

• 日本電子株式会社の生化学検査事業承継により、ポートフォリオ拡充とグローバル展開を加速

• イルミナ社と パネルシステムの国内独占販売店契約を締結 （日本）

• 「 肺癌マルチ遺伝子 パネル」、肺がんの新薬「タレトレクチニブ」の唯一のコンパニオン診断薬として

一部変更承認を取得

• 赤血球・白血球の基準測定操作法が国際機関 のデータベースに登録

• 感染症・がん領域の臨床用検査製品に関する日本での独占的販売・供給契約をキアゲン社と締結

ダイアグノスティクス事業

サステナビリティ

• 業界初、試薬容器の水平リサイクルがプラ新法認定

• が採用する全ての 指数の構成銘柄に選定

• 業界初の として事業成長と環境負荷低減を両立



「シスメックスレポート 」

「シスメックスサステナビリティデータブック 」を発行

統合報告書 「シスメックスレポート 」 年度報告書 「シスメックス サステナビリティデータブック 」

「シスメックスレポート 」が、米国アニュアルレポートのコンペティションを受賞

・ 位
・

https://www.sysmex.co.jp/ir/library/annual-reports/index.html
https://www.sysmex.co.jp/csr/report/index.html
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